日本の中小企業の皆様へ・・・春休み｢海外インターンシップ｣のご案内

日本企業による生産活動の海外シフト化、グローバル化が進む中、海外で活躍できる人材育成の必要性が高まってきました。一方、学生にとっても在学中に、海外の現地法人で自らの専攻や将来のキャリアに関連した就業体験を行い、日本企業の国際化を体験するニーズが望まれています。

この流れを受け、（財）海外貿易開発協会（ＪＯＤＣ）は、平成16年度に初めて、日本の中小企業の海外現地法人に学生を派遣して就業体験の場を提供する｢海外インターンシップ派遣事業｣を開始し、平成16年8月、9月の夏季休暇中にアジア6カ国14企業に対し、合計25名の学生を２～4週間派遣しました。

派遣学生は、企業の経営方針や業務内容を理解し、日本企業の海外展開の重要性や必要性を感じ取り、更には派遣国の異文化体験を貴重な財産として持ち帰るなど、多大の成果を収めて全員無事に帰国致しました。

ＪＯＤＣでは、平成17年2月、3月の春休み期間中にも学生を派遣すべく、受入先となる中小企業の皆様のご応募をお待ちしております。

ＪＯＤＣは、学生が海外現地法人派遣に要する経費の２／３を補助し、残り１／３を学生負担としております。また、企業の皆様には派遣に関わる経費の３％（タイに3週間派遣のケースでは約1万7千円）を運営分担金として申し受けます。

ご応募される中小企業の皆様は詳細を下のＪＯＤＣホームページで参照され、ホームページ内の「企業調査票」を11月15日迄にご送付下さい。

ＪＯＤＣホームページ・アドレス　　http://www.jodc.or.jp

新規の海外市場等で新たにビジネス展開を図るうえで、海外インターンシップは国際的な研究・人的ネットワーク形成に役立つ等、海外進出へ足掛かりとなります。国際戦略の一環として位置付け、既にインターン生を受入れている企業もあります。
１．社会貢献・・・学生が企業への理解を深めることによって社会に貢献します。

２．企業ＰＲ・・・学生が企業に対する理解を深め、良いイメージのPRとなります。

３．職場の活性化・・社員の仕事意欲、管理能力向上につながり、職場に新鮮な刺激を与えます。

４．大学とのパイプ構築・・特定の大学、学部、ゼミとの関係が深まります。

５．新卒採用の期待

６．採用の際のミスマッチ防止

７．採用対象者の長期にわたる観察

【本件問合せ先】

　　財団法人海外貿易開発協会　派遣業務部


電話：０３－３５４９－３０５１


FAX：０３－３５４０－３０５５


e-mail:information@jodc.or.jp


URL:http://www.jodc.or.jp

企業側のメリット





優秀で企業の経営、社風等を理解した学生の採用が可能となります。








